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平塚市次世代育成支援行動計画 

第２次改定 平塚市母子保健計画（案）の概要 

 １ 計画の背景 
◇ 平成８年５月児母第２０号厚生省児童家庭局母子保健課長通知「母子保健計画の策定について」に

より、平成１０年度、平塚市母子保健計画を策定。 
◇ 厚生労働省は平成１２年度に「健やか親子２１」計画（母子保健計画の見直しの指針とする）策定。 
◇ １５年度に現在の改定平塚市母子保健計画を策定し５年経過。 
◇ １５年度７月に施行された次世代育成支援対策推進法に基づき、１６年度に平塚市次世代育成支援

計画が策定。母子保健計画の見直しを行ったばかりのため、次世代計画の中に母子保健計画の一部

として「母性並びに乳幼児の健康確保及び増進」に関する部分のみを盛り込むこととした。 
 
平成１８年３月１６日に発表の「健やか親子２１」中間評価において、市町村が担う主な課題として 
①思春期対策の強化と健康教育の推進 
②妊娠出産に関する安全性と快適さの確保、不妊への支援 
③小児保健医療水準維持・向上させるための環境整備     が挙げられる 
本市はこれらに加えて、 
④小児期からの生活習慣病予防や親子のＱＯＬ向上 
⑤子どもの心安らかな発達と促進と育児不安の軽減 
など、母子をとりまく現状と実態調査からの課題を踏まえ、計画の見直しが求められている状況である 

  
 ２ 計画の位置及び期間 
   第２次改定平塚市母子保健計画は、新平塚市総合計画（生活快適・夢プラン）を上位計画とした、平

塚市次世代育成支援行動計画の母子保健事業に関する個別計画です。 
 
            平 塚 市 総 合 計 画 
                （生活快適・夢プラン） 
              ひと まち 自然  

                      生活快適都市 ひらつか 

            
           
 
 
           第 2次改定 平 塚 市 母 子 保 健 計 画 

            （あゆみプラン湘南ひらつか２１） 
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 ３ 基本目標 

         改  定         第 2 次改定    

基本目標 

１ 親と子の健康づくり・・・・・・１４事業 

 

２ すこやかな家庭づくり・・・・・３２事業 

             （うち８が次世代計画）

３ 安心できる子育て支援づくり・・１３事業 

 

４ すこやかに育つ基盤づくり・・・１２事業 

基本目標 

１ 親と子の健康づくり・・・・・・１２事業 

 

２ すこやかな家庭づくり・・・・・３１事業 

             （うち９が次世代計画）

  次世代計画で進行管理をしているため、今回は削

除 

 

３ すこやかに育つ基盤づくり・・・５事業 

各施策についている事業数（県の事業をのぞく） 

 

３年後の次世代計画への統合を見据え、事業名を次

世代計画にあわせ、まとめて表現したため、事業名

数は減少している。 
 
４ 改定と第２次改定との違い   及び第２次改定の重点事業★ 

 第１章 親と子の健康づくり（保健サービスの推進） 

         母子手帳の交付        ★ 
妊婦・周産期対策 妊婦健康診査の充実 

         ハイリスク妊産婦訪問の充実 
 
         個別健康診査の充実          
乳幼児対策の充実 幼児健康診査の充実 
         ２歳児歯科健康診査の充実 
          
                         ★ 
         幼児健康診査事後フォロー教室の充実 

         乳幼児ケアの充実 
乳幼児発育・   小児整形外科検診 
 発達支援の充実 乳幼児精密検査の充実 
         子どもの生活習慣病予防対策事業の充実 
 
感染症対策の充実 予防接種の充実 
 
 
 

 第 2章 すこやかな家庭づくり（相談・情報体制の充実） ＊次世代育成支援行動計画内事業は削除 

         来所による相談の充実 
         （育児相談・にこにこ相談・おっぱい相談） 
相談機能の充実  電話相談の充実 
         インターネット離乳食相談の充実 
         産後の心と体の相談外来 

                         ★ 
 
 

２回から５回への受診回数増 

受診率の向上 

（１８年度実績１回目 91.1％２回目 84.5％） 

２歳児歯科健診以外は、未受診

者への訪問等による受診勧奨 

教室待機児の増加に伴い、開催回数の増加 

新保健センターでの実施 

17年度より県から本市へ移管される 

ＭＲ（麻しん・風しん）接種年齢の追加 
ツ反検査は１７年４月から廃止 

 

従来の相談事業を来所・電話・ネット

の手法別に記載方法をまとめた 

こんにちは赤ちゃん訪問において、母親の体調

等、心配な場合のケアを市民病院産科医へ協力

依頼 19 年度より新規に実施 
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         妊産婦訪問指導の充実 
         新生児訪問指導 〃     ★ 
訪問指導の充実  乳幼児訪問指導 〃 
         未熟児訪問指導 〃      ★ 
         こんにちは赤ちゃん事業 〃 

         育児支援家庭訪問指導 〃   ★ 
 
          
         新婚から産婦のための教室の充実 

        （新婚教室、母親父親教室、母乳育児教室）★ 
学習の場の充実  乳児に対する教室の充実 

 （育児教室・離乳食教室・むし歯予防教室） 
         幼児に対する教室の充実 
         父親のための育児教室事業の充実 
         祖父母のための育児教室の充実 
 
 
思春期の健康教育  思春期の健康教室の充実 
    の整備   思春期対策連絡調整事業 
 
栄養改善対策の充実 栄養改善対策の充実 
          食育推進対策の充実     ★ 
 
歯科保険対策の充実 永久歯萌出期歯科保健事業の充実 
 
虐待予防対策の推進 児童虐待予防ネットワークの充実 
 
情報提供の充実   情報提供活動の充実 
 
 

 第３章 すこやかに育つ基盤整備（保健・福祉サービスの基盤整備） 

保健人材の確保及び養成の充実 
周産期医療の整備・充実 

保健・福祉サービス 不妊への支援整備 
の基盤整備    保健・医療・福祉・教育との連携 

・ 「かかりつけ医」「かかりつけ歯科医」「かかりつけ薬局」推進への支援 
・ 保健・医療・福祉・教育との連携強化 
・ 養育相談室等との連携 
・ 学校保健との連携 
・ 母子保健情報システムの整備 

          休日・夜間急患診療の充実 
・ 休日・夜間急患診療の充実 
・ 休日急患・障害児者歯科診療の充実 

 
 
５ 推進体制については、改定版と同様 
 

1８年度より県から本市へ権限委譲により実施 

生後４か月までの全戸訪問事業 19・７～開始 

虐待予防の一環として訪問による育児支援（育児

指導・家事援助） 19・４～開始 

母親父親教室・離乳食教室・むし歯予

防教室については、働いている妊婦及

び夫に対する土日開催教室 

・ 母親父親教室【年４～６回】 

・ プレママパパクッキング教室【年１２

回】 

・ 離乳食ダイジェスト版教室【年６回】

・ むし歯予防教室【年３回】 

（仮称）平塚市食育推進基本計画の策定により

事業推進を行う 

次世代計画にあわせて、記載

方法を変更 


